



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































三領域」に属する（黄宗智「中国的 “公共領域” 与 “市民社会” ？―国家与社会間的第三領域」、
鄧正来前掲書、参照）。
　１３）黄宗智前掲論文、４３３頁。
　１４）溝口雄三「辛亥革命の歴史的個性」、『思想』No.９８９、２００６年９月、９５頁。
　１５）シュミッター前掲書、７７頁。
　１６）同上、５５頁。
　１７）今田高俊「発題Ⅱ　社会学の観点から見た公私問題―支援と公共性」、佐々木毅・金泰昌編『公
共哲学２　公と私の社会科学』東京大学出版会、２００１年、４５頁。
　１８）齋藤純一『公共性』岩波書店、２０００年、３１頁。
　１９）今田高俊前掲論文、佐々木前掲書、４２頁。
　２０）同上、５７頁。
　２１）大森彌「発題Ⅴ　身近な公共空間」、西尾勝・小林正弥・金泰昌編『公共哲学１１　自治から考
える公共性』東京大学出版会、２００４年、１５５頁以降参照。
　２２）田中重好『地域から生まれる公共性―公共性と共同性の交点』ミネルヴァ書房、２０１０年、参照。
　２３）佐々木前掲書、６２頁。
　２４）名和田是彦編『社区の自治－自治体内分権と協働の国際比較』日本評論社、２００９年、１０頁。
島根県立大学『総合政策論叢』第２３号（２０１２年３月）
－ 138 －
　２５）同上、２７頁。
　２６）同上、５４－５５頁。
　２７）同上、７９頁。
　２８）同上、１７６－１７７頁。
　２９）同上、２００頁。
　３０）同上、３７頁。
　３１）齋藤前掲書、９頁。
　３２）公共性と共同性に関しては、田中重好前掲書で詳しく検討されている。
　３３）費孝通「対上海社区建設的一点思考―在＜組織与体制：上海社区発展理論研討諧＞上的講話」
『社会学研究』第４期、２００２年、２頁。
　３４）同上、４頁。
キーワード：公共性　社区　自治　第三領域　居民委員会
＊ 　本研究は平成２１－２３年度科学研究費補助金・基盤研究B（海外）「中国の都市基層
社会の自治に関する調査研究―居民委員会を中心として」（代表：愛知大学唐燕霞、
課題番号２１４０２０３０）の研究成果の一部である。
（LI Xiaodong）
